
マタニティマークをとおした「妊産婦にやさしい環境づくり」の推進について  

1．趣旨   

21世紀の母子保健分野の国民運動計画である「健やか親子21」では、その課題の  

一つに「妊娠・出産に関する安全性と快適さの確保」を挙げている。この課題の達成  

のためには、妊産婦に対して理解のある地域環境や職場環境の実現、受動喫煙の防止、  

各種交通機関における優先的な席の確保等について、国民、関係機関、企業、地方公  

共団体、国がそれぞれの立場から取り組むことが重要である。   

とりわけ、各種交通機関における優先的な席の確保については、優先席のマークな  

どにおなかの大きな妊婦のマークが使われているが、妊娠初期には外見からは妊娠し  

ていることが分かりづらいことから、周囲からの理解が得られにくいという声も聞か  

れるなど、さらなる取組が必要とされている。   

こうした課題の解決に向けて、「健やか親子21」推進検討会において、マタニティ  

マークを募集し、マークを妊産婦に役立てていただくとともに、妊産婦に対する気遣  

いなど、やさしい環境づくりに関して広く国民の関心を喚起することとした。  

○マタニティマークとは？  

・妊産婦が交通機関等を利用する際に身につけ、周囲が妊産婦への配慮を示しやすくするもの。  

・さらに、交通機関、職場、飲食店、その他の公共機関等が、その取組や呼びかけ文を付してポ  

スターなどとして掲示し、妊産婦にやさしい環境づくりを推進するもの。  

2．マタニティマークの選考結果について（別添1参照）   

「健やか親子2り推進検討会委員による厳正な審査の上、恩賜財団母子愛育会埼   

玉県支部（埼玉県）の作品をマタニティマーク（最優秀作晶）として決定した。   

マークとして決定した上記作品の他に、東京地下鉄株式会社 瀬沼晃さん（東栄都）、   

青木一浩さん（神奈川県）の作品を優秀作品とした。  

3．マタニティマークの利用方法等について（別添2参照）   

マークは厚生労働省ホームページからダウンロードし、個人、自治体、民間団体   

等で自由に利用できる。http：／／www．mh．w．goJp／houdou／2006／03／hO30卜1．htmJ   










